
日
本
で
も
関
東
大
震
災
１

９
２
３
年
か
ら
１
０
０
年
た
っ

て
い
る
の
に
避
難
所
は
相
変

わ
ら
ず
、
ト
イ
レ
（
水
洗
）

と
キ
ッ
チ
ン
（
暖
か
い
食
事

が
準
備
で
き
る
）
、
ざ
こ
ね

で
は
な
く
ベ
ッ
ド
を
４
８
時

間
以
内
に
準
備
す
る
考
え
方

が
あ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は

法
律
で
決
め
て
い
る
国
も
あ

る
。最

近
で
は
真
備
町
、
熊
本

地
震
、
長
野
水
害
等
も
あ
っ

た
な
か
で
避
難
所
の
在
り
方
に
つ
い

て
改
善
す
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
も
、

で
て
き
て
い
る
。
福
島
の
地
震
が
起

こ
っ
た
時
も
災
害
起
き
た
時
死
ぬ
よ

り
、
災
害
後
の
関
連
死
の
ほ
う
が
多

く
な
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る

特
に
今
回
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
問

題
が
お
き
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
避
難
者

の
間
隔
を
あ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

よ
う
に
な
っ
た
。
国
か
ら
も
通
達
が

来
て
い
る
と
思
う
が
和
気
町
で
も
そ

の
よ
う
な
避
難
所
に
対
す
る
準
備
が

き
ち
ん
と
で
き
て
い
る
の
か
。

新
田
危
機
管
理
室
長

家

族
単
位
で
ス
ペ
ー
ス
を
１
メ
ー

ト
ル
以
上
あ
け
る
。
換
気
を

よ
く
す
る
。
発
熱
者
や
体
調

不
良
者
の
問
診
、
検
温
。
発

熱
者
に
は
専
用
ス
ペ
ー
ス
を

確
保
。
ト
イ
レ
な
ど
共
用
部
分
の
区

別
、
消
毒
の
徹
底
。
マ
ス
ク
や
消
毒

液
の
準
備
、
使
い
捨
て
の
手
袋
、
感

染
防
止
用
ガ
ウ
ン
の
整
備
新
型
感
染

症
に
対
応
し
た
も
の
に
し
て
い
く
。

ト
イ
レ
の
洋
式
化
、
床
マ
ッ
ト
、
パ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
の
購
入
を
計
画
的
に
進

め
て
い
る
。
和
気
町
体
育
館
、
和
気

鵜
飼
谷
温
泉
、
佐
伯
小
学
校
を
指
定

避
難
所
に
追
加
し
た
。

再
質
問

ト
イ
レ
も
水
洗
化
と
か
、

キ
ッ
チ
ン
を
用
意
す
る
と
か
発
想
の

転
換
が
で
き
て
い
る
か
？
発
電
機
は

用
意
で
き
て
い
る
か
？

新
田
危
機
管
理
室
長

ト
イ
レ
は
す

べ
て
様
式
化
し
て
い
る
、
感
染
症
を

意
識
し
て
消
毒
を
し
っ
か
り
す
る
よ

う
に
ま
た
簡
易
ト
イ
レ
の
購
入
も
し

て
い
る
。

発
電
機
に
つ
い
て
は
指
定
避
難
所

に
は
す
べ
て
配
置
完
了
し
て
い
る
。

各
地
区
の
指
定
緊
急
避
難
場
所
と

し
て
設
け
て
い
た
だ
く
各
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ハ
ウ
ス
へ
も
、
今
年
度
あ
ら
た

に
、
発
電
機
を
建
物
の
電
源
に
変
換

で
き
る
助
成
制
度
を
つ
く
っ
て
い
る
。
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平
成
２
４
年
度
に
北
部
衛
生
組
合
か
ら
１
億
５
０
０
万
円

の
持
参
金
付
で
町
へ
譲
渡
さ
れ
た
も
の
だ
が
９
年
目
に
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
問
題
で
宿
泊
な
ど
の
使
用
料
が
１
億
６
９

０
０
万
円
も
減
額
の
見
込
み
の
た
め
に
１
億
５
０
０
０
万

円
も
の
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
で
し
の
ぐ
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
途
中
休
業
し
て
い
た
も
の
を
６
月
１
日
か
ら
再

開
し
て
い
る
が
、
こ
の
ま
ま
い
く
と
赤
字
が
増
え
て
い
く

と
思
わ
れ
る
。
町
の
経
営
者
な
ら
ば
、
町
民
全
体
の
事
を

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
１
０
年
ほ
ど
は
ヤ
ク
ル

ト
の
工
事
関
係
者
な
ど
の

利
用
が
あ
っ
て
救
わ
れ
た

こ
と
も
あ
っ
た
。
組
合
時

代
に
も
経
営
分
析
し
て
経

営
改
善
し
よ
う
と
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
中
途
半
端
な

ま
ま
で
終
わ
っ
て
い
る
。
和
気
農
協
も
平
成
９
年
か
ら
、

１
３
の
支
所
を
３
支
店
に
へ
ら
し
、
配
送
セ
ン
タ
ー
な
ど

組
織
改
革
を
し
て
、
幹
部
職
員
に
は
原
価
計
算
ま
で
の
職

員
研
修
を
し
て
収
支
改
善
を
図
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
経
営

が
大
変
で
も
残
し
て
い
く
と
い
う
な
ら
ば
一
般
職
員
に
も

協
力
を
求
め
た
り
営
業
努
力
を
し
て
今
後
は
専
門
家
の
ア

ド
バ
イ
ス
も
受
け
、
経
営
改
善
に
つ
い
て
、
２
，
３
年
か

け
て
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
和
気
鵜
飼
谷
温
泉
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
原
案
へ
の
反
対
討
論
の
要
旨

鵜
飼
谷
温
泉
特
別
会
計
へ
１
億
５
千
万
円
繰
入
金
を

７
千
５
百
万
円
に
修
正
し
ま
し
た
。

タブレット購入、Ｗｉ－Ｆｉ及び有線ＬＡＮ設定の予

算は一定意義があるが。温泉特別会計へ１億５０００

万円も繰出しすることは問題である。組合から町へ譲

渡された時も、９５００万円を繰出ししている。

北部衛生組合から町へ譲渡された時、４億円を要望し

たが、１億５００万円に値切られたと、町長が言われ

たが、提案された時に早晩経営危機に見舞われるので

はないかと私ともう一人の議員だけが反対した。結局

①宿泊施設が東備地域に２つしかない②健康施設③和

気町のシンボルとして必要、として受け取った。

譲渡された翌年度には、温水プール、ゲートボール場・

テニス場は教育委員会へ移管し、赤字を小さく見える

ようにした。

６月補正予算の結果、財政調整基金の繰入れは４億２

０００万円にもなってしまう。このような財政規律で

いいのか、来年度も同様に繰出しになるかもしれない

基金が、今年度初めに２２億８０００万円あるから大

丈夫と、安易に考えていれば大変な事態になる。

一般会計補正予算反対討論要旨

コ
ロ
ナ
対
応
の
災
害
避
難
所
で
き
て
い
る
か

Ｔ
（
ト
イ
レ
）
Ｋ
（
キ
ッ
チ
ン
）
Ｂ
（
ベ
ッ
ド
）
４
８
に
ま
な
ぶ

平成３０年災害の改修中の塩田地区大前川周辺
修
正
動
議
提
案
太
田
議
員

賛
成
、
従
野
、
居
樹
、
万
代
、
山
本
泰
、
西
中
、
太
田

議
員

日本共産党和気支部

和気町宇生254

TEL 0869-89-3096

j-nishik5563@mx81.ti

ki.ne.jp
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コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
変
化
で
会
社
も

地
域
も
変
化
し
て
い
る
。

そ
の
中
で
親
子
関
係
も
影
響
を
受

け
て
い
る
場
合
も
考
え
ら
れ
る
。

こ
ど
も
の
精
神
の
安
定
が
学
校
教
育

の
中
で
重
要
だ
と
思
う
が
不
適
応
に

対
す
る
対
応
は
で
き
て
い
る
か
？

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
精
選
の
指
示
も
出

て
い
る
と
思
う
が
ど
う
か
？

国
定
学
校
教
育
課
長

学
校
再
開

後
通
常
と
は
異
な
る
教
育
活
動
が
行

わ
れ
て
い
る
、
担
任
や
支
援
員
の
先

生
方
に
加
え
て
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
の
専
門
家
の
力
も
借
り
な
が
ら

児
童
生
徒
の
個
々
の
安
定
に
つ
い
て

努
め
て
ま
い
る
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
精
選
に
つ
い
て
は
、

感
染
症
防
止
と
活
動
の
目
的
、
効
果

の
観
点
か
ら
す
で
に
精
選
を
行
っ
て

い
る
、
休
業
に
よ
る
遅
れ
は
８
月
末

に
は
取
り
戻
せ
る
見
込
み
で
あ
る
。

学
力
テ
ス
ト
は
全
国
的
な
テ
ス
ト
は

中
止
を
す
る
。

民
間
の
職
場
で
は
労
働
基
準
法
第

３
７
条
に
よ
っ
て
残
業
代
を
支
払
う

と
い
う
こ
と
で
長
時
間
労
働
を
防
ぐ

重
要
な
基
準
に
な
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
公
立
学
校
教
員
の
給
与

特
別
措
置
法
（
１
９
７
１
年
成
立
）

に
よ
っ
て
４
パ
ー
セ
ン
ト
手
当
を
つ

け
て
増
額
す
る
代
わ
り
残
業
代
は
払

わ
な
い
と
す
る
制
度
が
長
時
間
労
働

の
要
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

昔
教
員
の
残
業
は
平
均
一
時
間
十

四
分
と
い
わ
れ
て
い
た
ん
が
そ
の
十

数
倍
に
達
し
て
一
日
十
数
時
間
も
の

労
働
と
な
っ
て
現
実
は
も
の
す
ご
く

乖
離
し
て
い
る
。
多
忙
化
に
拍
車
を

か
け
る
条
例
化
は
や
め
る
べ
き
で
は
。

徳
永
教
育
長

教
員
の
働
き
方
改

革
が
進
め
ら
れ
て
い
る
そ
の
中
で
職

務
内
容
の
見
直
し
や
時
間
外
勤
務
の

縮
減
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
和
気

町
に
お
い
て
も
町
立
学
校
の
教
育
職

員
の
業
務
量
の
適
切
な
管
理
等
に
関

す
る
規
則
で
時
間
外
勤
務
を
一
カ
月

４
５
時
間
以
内
一
年
間
３
６
０
時
間

以
内
と
定
め
、
教
育
活
動
の
全
般
の

見
直
し
を
取
り
組
ん
で
お
り
、
そ
の

趣
旨
の
周
知
と
徹
底
を
図
っ
て
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
制
度
を
適
用
し

た
場
合
負
担
軽
減
に
な
る
の
か
、
現

場
の
声
も
踏
ま
え
て
条
例
化
に
つ
い

て
は
判
断
し
て
い
き
た
い
。

６
月
議
会
請
願
陳
情
の
結
果

地
方
財
政
の
充
実
強
化
を
求
め
る
請

願

提
出
者
自
治
労
岡
山
県
本
部
執
行

委
員
長
安
原
和
行

（
紹
介
議
員
太
田
啓
補
、
居
樹
豊
）

全
会
一
致
で
採
択

意
見
書
を
関
係
大
臣
等
へ
送
付

日
笠
地
区
公
民
館
へ
の
進
入
道
路
の
建

設
を
求
め
る
請
願

提
出
者
頓
宮
俊

介
日
笠
上
区
長
ほ
か
５
名

（
紹
介
議
員
山
本
泰
正
）

全
会
一
致
で
採
択

営
業
を
自
粛
し
た
事
業
所
等
に
対
し

て
支
援
を
求
め
る
請
願
書

提
出
者

益
原
区
長

山
﨑
猛

（
紹
介
議
員
神
﨑
良
一
）

全
会
一
致
で
採
択

地
方
財
政
の
充
実
強
化
を
求
め
る
意

見
書
を
大
臣
等
へ
送
付
し
た
。
（
以

下
意
見
書
抜
粋
）

本
文
省
略
２
０
２
１
年
度
の
政
府

予
算
と
地
方
財
政
の
検
討
に
当
た
っ

て
は
歳
入
・
歳
出
を
的
確
に
見
積
も

り
地
方
財
政
の
確
立
を
目
指
す
よ
う

以
下
の
事
項
の
実
現
を
求
め
ま
す
。

１
、
社
会
保
障
、
感
染
症
対
策
、
防

災
、
環
境
対
策
、
地
域
交
通
対
策
、

人
口
減
少
対
策
な
ど
、
増
大
す
る
地

方
自
治
体
の
財
政
需
要
を
的
確
に
把

握
し
、
こ
れ
に
見
合
う
地
方
一
般
財

源
総
額
の
確
保
を
は
か
る
こ
と
。

２
、
と
り
わ
け
子
育
て
、
地
域
医
療

の
確
保
、
介
護
や
児
童
虐
待
防
止
、

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
な
ど
急
増
す

る
社
会
保
障
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
と
人

材
を
確
保
す
る
た
め
の
社
会
保
障
予

算
の
確
保
及
び
地
方
財
政
措
置
を
的

確
に
行
う
事
。

３
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と

し
て
、
新
た
に
政
府
が
予
算
化
し
た

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊

急
包
括
支
援
交
付
金
」
に
つ
い
て
は

２
０
２
０
年
度
の
補
正
予
算
に
と
ど

ま
ら
ず
、
感
染
状
況
や
自
治
体
に
お

け
る
財
政
需
要
を
把
握
し
つ
つ
、
２

０
２
１
年
度
予
算
に
お
い
て
も
国
の

責
任
に
お
い
て
十
分
な
財
源
を
確
保

す
る
こ
と
。

４
、
地
方
交
付
税
の
財
源
保
障
機
能
・

財
政
調
整
機
能
の
強
化
を
は
か
り
、

市
町
村
合
併
の
算
定
特
例
の
終
了
へ

の
対
応
、
小
規
模
自
治
体
に
配
慮
し

た
段
階
補
正
の
強
化
な
ど
対
策
を
講

じ
る
こ
と
。
以
上
地
方
自
治
法
第
９

９
条
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

和
気
町
議
会
議
長
安
東
哲
矢
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教
員
の
変
形
労
働
制
に
つ
い
て
は
実
施
す
る
と

多
忙
化
に
拍
車
、
条
例
化
は
や
ら
な
い
ほ
う
が

コ
ロ
ナ
後
の
こ
ど
も
た
ち
の
心
の
安
定

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
精
選
が
必
要
に
な
る
と
思
う
が

朝の佐伯小学校

コロナ対策の事業 (和気町独自）

緊急地域経済活性化対策商品券事業
住民一人につき７０００円分の商品券を交付。（８月１日スタート）

新生児特別定額給付金
令和２年４月２７日より後に令和２年度中に出生したこどもに一人１０万円支給。

担当課 健康福祉課ＴＥＬ９３－３６８１

学生支援金交付事業
和気町に在住もしくは扶養している町外在住の高校２・３年生、大学・専門学校生

に支援金を支給。

（高校２・３年生）一人１万円、（大学生・専門学校生）一人５万円

担当課 健康福祉課ＴＥＬ９３－３６８１

修学旅行費助成金
修学旅行が延期になり日程変更で生じた差額１人８０００円限度助成。

担当課 健康福祉課ＴＥＬ９３－３６８１

国保税の減免、介護保険料の減免
担当課 国保税=税務課 TEL93-112４ 介護保険=介護保険課TEL93-1139


